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私は 1985年に結婚をして二人の子どもを産ん

で生活しました。当時、私の家族はある教会に

通いながら信仰生活をしていました。 

 子どもたちが小学校 5、6年生になったとき、

友達について恵みと真理教会へ行きました。子

どもたちが恵みと真理教会の教会学校に行って

来たら笑顔になって明るくなりました。その後

、子どもたちは朝早く起きて教会に行くことを

とても楽しみにしていました。以前は子どもた

ちを起こして教会に連れて行くことがとても大

変でしたが、このように変わった子どもたちの

姿を見て私と旦那も恵みと真理教会へ行くこと

になりました。 

 息子は学校の先生にいつも褒められてとても

優秀でした。成績もよかったですが、中学校 2

年生になって思春期に入ってから彷徨し始めま

した。図書館に行くと言って出かけたら友達と

遊んで夜遅い時間に帰って来ました。その回数

がどんどん増えていました。それで怒ったり、

たしなめたりしましたが変わりはありませんで

した。いきなり変わった息子の行動にどうしよ

うもなく、私は悲しみの中におちてしまい、息

子の前では無力なお母さんでした。私の力では

何もできないことを深く感じて神様に頼ること

にしました。夜遅い時間になっても帰って来な

い息子のために神様の元へ戻って来るように切

なく涙の祈りを続きました。このように涙の祈

りを捧げて 10ヶ月ぐらい経って息子が変わりま

した。とてもまじめでとても優しい子になって

神様の元へ戻ってきたのです。新しく変わった

息子が私に“お母さん、私が彷徨しているとき

イエス様に出会いました。神様はきっとお母さ

んの祈りを聞いてくださったのですよ。”と言

いました。私は神様に涙と感謝の祈りを捧げま

した。そして私の信仰にも大きな変化がおきま

した。前に比べてもっと神様に頼るようになり

、霊的にも成長したのです。“神を愛する人々

、すなわち、神のご計画に従って召された人々

のためには、神がすべてのことを働かせて益と

してくださった神様に感謝と栄光を捧げます。” 

 信仰の中で成長した息子と娘は教会学校の先

生と外国人宣教会でまじめに奉仕をしています

。また、オーストラリアで留学を終えた息子は

教会学校で一緒に奉仕をしていた先生に出会い

結婚をしました。今はオーストラリアで結婚生

活をしながら頑張って信仰生活をしています。

娘も学校を卒業して職場で頑張って働いていま

す。 

 私が区域長に任命されたとき産後うつ病で 10

年間薬を飲んでいたときでした。しかし、足り

なくて弱い私に心配や恐れの中でも神様に従順

する心を与えてくださって区域長と働くことが

できました。その後、神様は長年苦労しながら

とても辛かったうつ病をきれいに治してくださ

いました。ハレルヤ！ 

 “私は、私を強くしてくださる方によって、

どんなことでもできるのです。”という主の約

束の御言葉を強く頼り祈り続けています。 

 旦那は建設会社関係の会社をしていました。

私はその会社をとおして十分の一献金をまじめ

に捧げることを神様に約束しました。神様は私

の心を見ておられ、旦那の会社に溢れるぐらい

の祝福を与えてくださいました。しかし、それ

に従って十分の一献金の金額が増えました。そ

して、もったいないと思うようになりました。

悪い欲望によって十分の一献金を捧げることが

できなくなり、旦那の建設会社と関係のある他

の会社が不渡りになってたくさんのお金を旦那

の会社が支払わなければいけない状況に置かれ

ました。当時子どもたちが大学に進学する時期

だったので、経済的にもとても大変だった時期

でした。そのとき私は深く悟りました。神様に

捧げる十分の一献金がどれほど大きな祝福なの

か深く感じることができました。このような経

験後、私と子どもたちはまじめに神様に捧げも

のをきちんと捧げながら信仰生活をしています

。今はいつも神様を喜ばせることを優先にする

信仰生活という希望ができました。 

旦那は若いごろ、腰を痛めたせいで長年働く

ことができなくてとても苦労しました。しかし

、神様が治してくださって今は腰の痛みで働く

ことができなく苦労することがないようにして

くださいました。私の家庭にこのように霊肉と

もに祝福してくださった神様に栄光を捧げます

。優しく、まじめに神様から与えられた務めを

一生懸命に就くことを願っています。神様に感

謝と栄光を捧げます。 

 

 

 

 

 

 

“主イエスキリストの恵み、神の愛、聖霊の交

わりが、あなたがたすべてとともにありますよ

うに。(Ⅱコリント13：13)” 

 

人が一生経験し、所有することはとても多く

多様です。その中で益なることもあり、害にな

ることをあります。本文に書いてある三重祝福

とはすべての人が必ず経験してもつべきことに

ついて啓示されています。これは無限な祝福で

あり、貴重なことであるためこれ以上のことは

ありません。 

第一、主イエスキリストの恵みです。 

‘恵み’というと、多くの人々は親への先生

への恵みを思い出します。しかし、恵みという

と犠牲という言葉をイメージすることができま

す。人々が必ず知っていて経験するべき恵みと

はイエスキリストの恵みなのです。 

イエスキリストは万有を創造し所有した万有

の主であり、豊かな栄光をもって来られました

。神様の王座の右の座に着き賛美と崇められる

聖三位の中で一人聖者神様なのです。このよう

に所有と栄光がとても豊かなキリストが“我々

を豊かにするために”貧しい者となってくださ

いました。童貞マリアの体から人の体をもって

この世に来られました。そして誕生したときお

くるみに包まれ飼い葉桶に寝かせていました。

また、一生自分所有の家さえなく、他人のお墓

に葬られました。このように天の王座とその栄

光から離れ、この世に来られたのです。人間の

体で来られ十字架に付けられ罪の購いとして死

なれ、復活し天に上げられました。誰でもイエ

スキリストを信じ、受け入れば言葉にできない

豊かさを得ることができます。汚れた罪の着を

脱がし、儀の着を着させてくださいます。また

、神様の子ともとしてくださって天国を領土と

してくださいます。そして復活し、栄光の体を

着させてくださいます。イエスキリストがこの

恵みを我々に与えてくださるため私たちに求め

ていることはだた信仰だけです。 

  第二、神様の愛です。 

 人が神様の愛を知り、その愛を受け入れると

運命が変わります。神様の愛は一人息子のイエ

ス様をおくってくださって、私たちの罪を許し

てくださったとても不思議であり、素晴らしい

愛なのです。離れることのない愛、永遠に変わ

らない愛なのです。神様の愛を拒否し、離れな

い以上神様に捨てられる人は一人もいません。

この事実についてイエス様はたとえ話として、

お父さんと放蕩息子の話をもって説明しました

。罪を犯し、不義で悪い人たちが神様を裏切っ

て離れましたが、神様はいつも彼らが戻ってく

ることを待っていてくださいます。そして戻っ

てきた人たちに対して神様を離れた理由につい

て聞くことはありません。ただ、抱きしめてく

ださって歓迎の場を用意してくださるのがお父

さんである神様の愛であることをこのたとえ話

の中で説明しています。 

 信仰生活とは、神様の愛を探求する生活なの

です。また、神様の愛を悟り、神様が与えてく

ださる喜びと能力を味わうことができます。 

 第三、精霊の働きです。  

 精霊様は聖徒たちの働きをとおしてたくさん

の益を与えてくださいます。精霊様は我々が神

様の御言葉を正しく悟ることができるように教

えてくださいます。聖書の御言葉で我々が歩む

道に導き、主のみこころの中へ我々を導いてく

ださいます。そして慰めてくださいます。我々

の弱さを助けてくださいます。サタンの試しや

罪の誘惑に打ち勝つことができるように助けて

くださいます。我々が福音を伝えるための権能

と賜物を与えてくださいます。各種の賜物を与

え、我々を人柄を変えてくださり聖なる、きれ

いな精霊の実を結ぶようにしてくださいます。 

人々にこのような三重祝福を超える祝福はあり

ません。イエスキリストの恵み、神様の愛、精

霊様の働きは私たちがこの世に暮らすその日ま

で、さらに祝福の人生を永遠に暮らすために絶

対的であり、必修的である要件なのです。 

 

 

「チョヨンモク牧師先生の信仰コラム‘緑の牧場

、清い川’本の語り中」 

[証]   私の人生を変えてくださって感謝します。 

[信仰コラム]       三重祝福 
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<変化>と言うのは事物の模様. 性質. 状態などが変わ
ることを言います. 以前と変わるとか他の物になった
ことが変わったと言います. 変化は肯定的な面と否定
的な面があります. 変化のあってはいけないことがあ
るしまた変化がなければならないことがあります. 変
化して良いことがあってまた変化して悪いのがありま
す. 成長と進歩と発展は肯定的な変化です. 子供の身
は成長する変化はなければなりません. 知識と経験の
蓄積にも変化がなければなりません. 国家の経済は発
展の変化が持続しなければなりません. 生産技術も進
歩を繰り返えす変化がなければなりません. 
衰退と後戻りは否定的変化です. 正義のあることがで
きなかった変節も否定的な変化です. 自然界の汚染は
否定的変化です. 
自然界に内在しているさまざまな法則と運動は変わり
があってはいけないです. もしこんなものなどが変わ
れば人類は滅亡してしまうでしょう. 地球の自転と公
転の週期と位置に変化が生ずると言えばどんな結果が
もたらすようになるはずなのかは自明です. 
 
聖書には変わらないで新しさが持続することに関して
記録しました. 
ローマ書の 6：4です. <だから私たちがイエスの死ぬ
ことと合わせて洗礼を受けることでイエスと一緒に葬
られたのであるこれはキリストが父の光栄によってキ
リストを死人の中でよみがえらされたように私たちも
また新しいいのちに生きるためである> 
コリントの第２で 5：17です. <ですから誰でもキリ
ストにあるならばその人は新しく造られた者である古
いものは過ぎ去った見よすべてが新しくなったのであ
る>エペソ4：22から24節までです. <あなたがたは誘
惑の欲心に付いて腐られて行く旧習を従う昔の人を脱
ぎ捨てしまってただ心霊で新しくなって神様にかたど
って義と真理の聖なることで造られた新しい人を着る
べきである>  
ヨハネ黙示録 21：1節, 2節です. <また私が新しい天
と新しい地を見たら初めて天と初めて地が消えさった
海もまたなくなってしまった また私がみると聖なる
みやこ新しいエルサレムが神様から天から下ったらそ
の予備したことが花嫁がご主人のために着飾りつけた
ようだった> 
新しい生命 / 新しい被造物 / 新しい天と新しい地 / 
新しいエルサレム> に使われた新しいという用語は皆 
<カイノース> です. これは質的側面で以前と比較さ
れることができない面を持ったのであるのみならずい
つも新しさが維持されるのです. 他に言ってその新し
さが変わりがないのです. キリストの中で新しい被造
物になった皆さんに与えられた生命は変わりがない新
しい生命です. 新しい生命を持った皆さんのために造
られた新しい天と新しい地は永遠に変わりがないです.
新しい生命を持った皆さんのためにまえもて予備をな
された神様が天から下る聖なるみやこ新しいエルサレ
ムはその美しさと栄えることが永遠に変わらないです.
キリストを信じる者等を新しい被造物に良いようにし
て新しい生命をくださった神様そして永遠に便しない
天 と新しい地,聖なるみやこ新しいエルサレムをくだ
さる神様も永遠に変わりがないです. 
ヤコブ 1：17です <あらうる良い贈り物とあらゆる完
全な賜物がすべて上から光の父から下ってくる父には
変わりもなくて回転する影もない> 
ヘブルの13：8です. <イエスキリストは昨日や今日や
いつまても永遠に変わる事がない> ヨハネ黙示録 
22：13です. <私はアルパでありオメガである初めと
最後であり始めと終りだから> 神様の善は永遠に不
滅です. 神様の真実さは永遠に不滅です. 神様の愛は
永遠不滅です. 神様の権能は永遠不滅です. イエスキ
リスト中にいる者に向けた神様の愛は永遠不変です. 
私たちにも変わりがあってはいけないものなどがいな
ければなりません.その中で一番重大なのがあります. 
それが本文に記録されています. <私たちの主イエス
キリストを変わることなしに愛するすべての者に恵み
があるすべきだ>(エペソ6:24) しました. 主イエスキ
リストを相変わらず愛することなのです. 使徒ペテロ
は聖霊の感動を受けられて言うのに <キリストをあな
たがたが見られなかったが愛するのだ今も見られない
が信じて言えない栄え栄えしい楽しいことで喜んだら 
/ 信仰の結局すなわち霊魂の救いを得ているからであ
る>(ペテロ第１の1:8,9) しました. 
愛する皆さん, イエスキリストを信じますか? その信
仰の結局が霊魂の救援のことを信じますか? 救いを得
た皆さんは永遠で聖なるみやこ新しいエルサレムで,
永遠に変わりがない主神様と一緒に暮すようになるこ
とを信じますか?このような信仰を持った皆さんが <
言えない栄え栄えしい楽しいことで>行う事が < 主イ
エスキリストを相変わらず愛する> これです. 

 
 
 
 
 
 
 
人生に一番不幸な事は 主イエスキリストに向けた愛
が変わるのです. 
ヨハネ黙示録2：４には <しかしあなたがたを咎める
べきことがあるからあなたがたは初めの愛を離れてし
まった> 言いました. 
イエスに向けた愛が変わることは呪い仕事です. 使徒
パウロは <もし誰でも主を愛しなかったら呪いを受け
るすべきだ主が臨在するマラナタ>(コリント第１
16:22) しました. 
主イエスキリストを相変わらず愛しようとすればその
愛を変わるようにしようとするいろいろの状況をよく
対処して行かなければなりません. その状況たちが何
でこれをどんなに対処するかに関しておっしゃって上
げます. 

 

第一、苦難という状況に対処する姿勢に

関しておっしゃって上げます. 

 
私たちの一生にはさまざまな苦難が迫って来ます. ち
ょっとしたものなどは別に問題にならないが力に足り
ない大きい苦難に逢着するようになる時が問題です.
初めには私が信仰生活に何か不足な事があったのかを
考えて見ます. そして悔い改めします. それなのに問
題が解決されないで苦難が持続すればつい気落ちが押
しかけます. こんな状況を乗り越えようとすれば神様
を愛するのが信仰の目的で理由にならなければなりま
せん. 
旧約聖書ヨブ記に登場するヨブは立派な見習うのを残
してくれました. 聖書ヨブ記を開けばこんなに始まり
ます. <ウゾの地にヨブと呼ぶ人がいたがその人は純
然で正直で神様を敬って悪で去った者だったヨブこは
男が七人であり女が三人でその所有物はひつじが七千
でありらくだが三千であり牛が五百くびきでめろばが
五百であって僕もたくさんいたからこの人は東方人の
中に最大のおおいなる者であったその息子たちが自分
の誕生日になるとそれぞれ自分の家で宴を施してその
妹三人も請じて一緒に食べて飲むのでその宴日が経て
ばヨブが彼らを呼んで来て聖潔するようにするが朝に
起きて彼らの人数にしたがってはんさいをささげたか
らこれはヨブが言うのにもし私の息子たちが罪を犯し
て心で神様を裏切っただろうかと言うのだヨブの行事
がいつもこのように行なった> 
讒訴する者すなわち魔鬼が神様にヨブをこんなに讒訴
しました. 
< ヨブが理由のなく神様を敬いますか? 主が彼と彼の
家と四方にある彼のすべての所有に垣根になってくれ
なかったんですか? 主が彼の手にする仕事に福をくだ
さって, 彼の家畜が地であふれるようになりました.
しかし主の 手を伸ばして彼のすべての所有を打って
見てください. それでは彼が呪うでしょう>(ヨブ1:9-
11) ある日からヨブに連続的な災難が迫って来てす
べてのものをすべて忘れてしまってしまいました. 財
産もお子さんも健康もすべて消え去った.それなのに
ヨブが起きて上着を裂いて頭をそり地に伏せて神様に
敬排しながら言うのを <私がはだかで母の胎から出た
から, またはだかであそこに帰るでしょう. 主が与え
また主が取られたのである エホバ神様の名前が讃揚
を受けてください>(ヨブ1:21)とこのすべての事にヨ
ブが罪を犯さないし,愚かに神様を恨まなかったです.
ヨブの妻がヨブに言うのを <あなたがまだあなたの完
全さをしっかり守るのですか? 神様をのろって死んで
しまいます>(ヨブ2:9) しましたが, ヨブは答えるの
を <あなたはまるで愚かな女が言うことのように語る
のと同じだ. 私たちが神様に福を受けたから災いも受
けない>(ヨブ2:10) してこのすべての事にヨブが唇で
罪を犯さなかったです 
ヨブには神様を敬い畏れることそのものが彼の存在理
由で一番貴重な資産でした. このような信仰を持った
からその恐ろしい苦難を乗り越え出しました.私たち
がヨブの信仰を模範としなければなりません. 皆さん
にどんな苦難が迫って来ても主イエスキリストを愛す
ることを信仰の理由にして一番貴重な資産にすること
で充分に乗り越えるようになるのを成就を祈ります. 

 

第二、逼迫という状況に対処する姿勢に

関しておっしゃって上げます. 

 
イエスキリストがおっしゃるのを <私をよってあなた
がたをののしって逼迫して偽りであなたがたをすべて
の悪口を言う時にはあなたがたに福がある>(マタイ
5:11)告げました. <私をよって> というお話は <イエ
ス様を信じるから> <福音を伝えるから> という意味
です.自分がギリスト人というのを隠して過ごして,他
人に福音を伝えないで過ごせば逼迫受ける用事ができ
ないだろう. ところで真に信仰生活できません 
錐が懐をくぐって出るように, 明りが漏れるようにギ
リスト人はどんな機会を通じて福音を伝えるものと決
まっています. そうするから悪口を言われて不当な事
ができるのです. 
テモテ第２ 3：12に <凡そイエスキリスト中で信心深
くに暮そうとする者は逼迫を受けよう> しました. ギ
リスト人は世の中に風潮どおり生きて行くことができ
ません. だから世人の中に住みながら区別されるよう
に行動するから嫌われるようになるのです. 
ちょっとした逼迫は易しく勝ち抜けることができます. 
 

 
 
 
 
 
 
 
しかし極甚な逼迫によってひどい苦痛と脅威が迫って
来るようになれば心が萎縮します. 
<ジョンフォックス>と <メリキム>この著わしたキリ
スト教殉教士禍という本には基督教会の初殉教者スデ
バン執事から始めて使徒たちの殉教とローマ皇帝治下
の殉教者たちと中世ローマカトリック教会による殉教
者たちまで膨大な殉教士禍を記録しておきました. そ
の数多い殉教者たちの生と死に関する記録は世の中と
適当に妥協しながら信仰を維持しようと思う信者たち
を恥ずかしくしてくれます. また信実した信仰で暮そ
うとする信者たちに大きい激励になって心霊を熱くし
てくれます. 彼らの崇高な信仰態度にしんみりと襟を
ただすようになります. 
私たちがそういう殉教士禍がすべて分かることができ
ないと言っても新約聖書使徒行伝でスデバン執事がユ
ダヤ人たちの石に当たって殉教した記録だけ見てもイ
エスキリストを相変わらず愛する信仰を守るためには
どんな覚悟がなければならないかをよく分かります. 
スデバン執事は彼を殺そうとする輩らの前で避けるこ
とができなくなった時に天を仰いで見ました. 彼は他
の次元の現実を眺めたのです. 罪人を愛して救援しよ
うと世の中へいらっしゃって十字架にかけられまして
また復活のち昇天なさった神様を思って天を仰いで見
たのです. その時神様の光栄とイエスが神様のみぎの
側に立っていらっしゃったのが見えました. その光景
を見る瞬間彼の心の中に平安と喜びと胆大さがいっぱ
いになるようになりました. 
聖徒の皆さんは逼迫を受ける時イエス様のこのお話を
思ってください. <私をよってあなたがたを罵って逼
迫して偽りでをあなたがたすべての悪口するものを言
う時にはあなたがたに福があるから/ 喜んで楽しがり
なさい天であなたがたのむくいが大きくなるのだあな
たがたの前にあった予言者たちをこのように 逼迫し
たのである>(マタイ5:11,12) そして賞をあたえる神
様の前に立つ私をを思うので驚くべきな慰労と力を得
て逼迫を充分に乗り越えるようになるのを成就を祈り
ます. 

 

第三、誘惑という状況に対処する姿勢に

関しておっしゃって上げます. 

 
聖徒たちに近付く誘惑は二つの種類があります. 信仰
生活に熱心を出すことができないようにする誘惑とイ
エスキリストによる恵みと真理で離脱するようにする
誘惑です. 適当に妥協する信仰生活は道が広くてあそ
こに行く人が多くても相変わらず主イエスキリストを
愛しますと妥協なしに行う道は狭くてそして行く人が
多くないです. キリストがおっしゃるのを <人の子が
来る時世の中で信仰を見るのか>(ルカ 18:8) しまし
た. 神様の降臨が近くなるほど教会と教人数は増える
が塗った信仰を持った人は少ないだろう 
いろいろのもっともらしい名分を掲げて聖書どおりの
信仰で去って俗化の道そして世の中の宗教と連合する
道で行く者が多くなるでしょう. そういう活動と組職
に加わらなければせせこましくて融通性がない者に責
める行動をします.聖書の通りさえ行う 聖徒たちを世
界化時代の落伍者のように扱います. 俗化と宗教一致, 
宗教統合運動がきらびやかに包装になって教会に侵透
しています. 
こんな者等の教訓や行為を問題視する人々の声は大勢
に圧倒されて押し寄せて蚕食されてしまいます. 名声
や黄金に惑いされて異端と宗教多元主義を斗護して弁
護してくれる者等の数はますます増えています. 
キリスト教という名前を使う言論たちまでも経営問題
を言いわけをしながらこんな者等を宣伝する道具と転
落する例をよく見るようになります. 
イエス様はおっしゃるのを <狭き門に入って行きなさ
い滅亡で導く門は大きくてその道が広くてあそこに入
って行く者が多くて生命で導く門は狭くて永遠に狭窄
して捜す人がすくないだ > (マタイ7:13,14) しまし
た. 
イエスキリストを愛するにおいては中途半端な中立は
許諾されないです. 私たちが永遠に愛する神様はイエ
スキリストだけです. 神様は多くの神々中の一人では
ないです. 唯一な神様です. イエスキリスト名前外に
は天下人間に他のこれとしては救いを得ることができ
る名前を神様がくださらなかったです. このような信
仰に固く立って振れない人はすべての誘惑を充分に勝
つことができます. 
使徒パウロは聖霊の感動されてこんなに記録しました. 
<もし誰でも主を愛しなかったら呪いを受けるすべき
だ 主がおとずれます>(コリント16:22) 
<私たち主イエスを変わることなしに愛するすべての
者に恵みがあるすべきだ> (エペソ6:24)ここにおっし
ゃった <恵み>というのは非常にふんだんな内容を持
っていてすべて形言するあてがないです. < 主イエス
を変わることなしに愛する者> にだけ許諾された恵み
です. 
 
愛する皆さんはどんな状況でも < 主イエスキリスト
を相変わらず愛する者>に認められる聖徒になるのを
成就を祈ります. 

恵みと真理教会 チョヨンモク 牧師 

 

キリストを相変わらず愛する者 


